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凡例




これは「步きつゞける男」（新銳文學叢書）（昭和五年十一月十五日　改造社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。
























ある經驗








　それは小ちひさな蓄ちく音おん機き工こう場ぢやうで、木き場ばの材ざい木もく問とん屋やか何なにかの主しゆ人じんが道だう樂らくにやり始はじめたものだつたさうだ。一つ新しん型がたの蓄ちく音おん機きを拵こしらへて賣うり出ださうと云いふのが主しゆ人じんの野や心しんだつたらしい。が、そんな野や心しんは寧むしろ滑こつ稽けいな夢ゆめにすぎないだらう。完くわん備びした設せつ備びと、學がく問もんと、經けい験けんとを持もちながら大だい資し本ほんを動うごかしてゐる工こう場ぢやうの製せい品ひんに追おひ付つくやうな品しな物ものが、この小ちひさな工こう場ぢやうから產うまれやうなどゝは考かんがへられなかつた。果はたしてその通とほりで、俺おれが雇やとはれたのは、他たの大だい工こう場ぢやうからの請うけ負おひ仕し事ごとが忙いそがしくなつた時ときで、だからその請うけ負おひ仕し事ごとがなくなると、早はやくもこの工こう場ぢやうでは賣うれる製せい品ひんを作つくる見み込こみがなくなつた。つまり仕し事ごとがなくなつた。從したがつて賃ちん銀ぎんも拂はらへないと云いふ事ことになつた。

＊　　　　＊　　　　＊

　仕し事ごとはなくなつたが、俺おれたちは雇やとはれて働はたらいたのだ。俺おれたちは拂はらつて貰もらはないと、兎とも角かく、困こまるのだ。請うけ負おひ仕し事ごとでは、工こう場ぢやうは確たしかに儲まうけてゐる。俺おれたちは賃ちん銀ぎんを要えう求きうした。當たう然ぜんな權けん利りを要えう求きうしたのに過すぎない。

　が、工こう場ぢやうの主しゆ人じんといふ奴やつが、所謂いはゆる惡あくブルで、何なにしろ仕し事ごとがないといふ理り由いうを頑ぐわん强きやうに楯たてに取とつて拂はらつて吳くれれない。

　他たの職しよく工こうたちは、主しゆ人じんの云いふことを正せい當たうだと認みとめる者ものが多おほかつた。何なんと云いつても、仕し事ごとのない事ことは現げん實じつなのだから、主しゆ人じんの云いふことは正せい當たうだ、拂はらへないのが當あたり前まへだと云いつて、みんな泣なき寢ね入いりになつても好よささうな顏かほをしてゐた。

　然しかし、俺おれは困こまつた。俺おれは泣なき寢ね入いりは厭いやだつた。どうしても拂はらはせないでは措おかぬ、俺おれはさう決けつ心しんした。

　その頃ころの俺おれは今いま考かんがへても可笑をかしい程ほど、何なにも知しらなかつたのだ。たゞ、漠ばく然ぜんと、我われ々〳〵の利り益えきのために、勞らう働どう爭さう議ぎといふ物ものがあると云いふことを知しつてゐたに過すぎない。で、その時ときも、俺おれは勞らう働どう爭さう議ぎといふものを、頭あたまの中なかに泛うかべた。これは一ひとつ、爭さう議ぎを起おこさなくちや不可いかんといふ考かんがへだつた。

　俺おれは、いつか芝しばの方はうを步あるいて、或あるる勞だう働どう黨たう本ほん部ぶの前まへを通とほつたことがある。俺おれはそれを思おもひ出だした。あそこへ行いけばこんな場ば合あひ、俺おれたちの執とるべき方はう法はふを敎をしへて吳くれるか、或あるひは主しゆ人じんに掛かけ合あつて吳くれるかするんだらうと考かんがへた。

　その黨たうが、最さい右う翼よくの勞らう働どう黨たうだとは、その頃ころの俺おれには知しる由よしもなかつたんだ。他たにどんな黨たうがあり、どんな組くみ合あひがあるのか、一切さい知しらない俺おれはいつか通とほり掛がゝりに讀よんだ社しや會くわい民みん衆しう黨たう本ほん部ぶの看かん板ばんひとつが手た賴よりだつた。

　黨たうで會あつて吳くれた人ひと（今いまになつて考かんがへると多た分ぶんダラ幹かんだらう）は、ぢろ〳〵俺おれの顏かほを見みながら云いつた。

「兎とも角かく、君きみたちに力ちからがあるか無ないかゞ、問もん題だいだな」

　力ちからとは何なにか？　俺おれはあつけにとられて相あひ手ての顏かほを見みた。

「力ちからと云いつて、何なにも腕わん力りよくのことぢやない。いくら喧けん嘩くわに强つよくとも、資し本ほん家かと鬪たゝかふのには何なにもいらないんだ。力ちからといふのは、つまり團だん結けつ力りよくだ、君きみたち勞らう働どう者しやの團だん結けつ力りよくだ」

　ダラ幹かんは、俺おれたちの工こう場ぢやうのある地ち域ゐきの總そう同どう盟めい支し部ぶに紹せう介かい狀じやうを書かいて吳くれた。

＊　　　　＊　　　　＊

　團だん結けつ力りよくだ。成なる程ほど、と俺おれは思おもつた。

　今いまの俺おれなら、もう誰たれに相さう談だんすることもなく、とつくの昔むかしに全せん工こう場ぢやうをアジつて、その所謂いはゆる團だん結けつ力りよくを固かためてゐただらう。けれども、その頃ころの俺おれは、團だん結けつ力りよくといふ言こと葉ばを、子こ供どもの兵へい隊たいごつこの時ときの團だん結けつ力りよく以い上じやうの物ものには考かんがへなかつた。

「俺おれの工こう場ぢやうでは駄だ目めだ」俺おれはさう思おもつた。勞らう働どう者しやに團だん結けつ力りよくがあること、それを鬪とう爭さう心しんにまで導みちびき出だすのに方はう法はふのあること、そんな事ことを考かんがへなかつた俺おれは、たゞ、俺おれたちの工こう場ぢやうの中うちの無む數すうの泣なき顏がほを思おもつただけで、其所そこには團だん結けつ力りよくなんかない、と云いふ結けつ論ろんを始はじめから抽ちう出しゆつしてしまつたんだ。

　折せつ角かく書かいて貰もらつた紹せう介かい狀じやうだが、團だん結けつ力りよくがないのだから、行いつたつて無む駄だだらうと、俺おれは支し部ぶには行ゆかなかつた。

（賃ちん銀ぎんが拂はらはれない、飢うゑてゐる、爭さう議ぎはどうしたら好よいかと相さう談だんに行いつたら「君きみたちの力ちからが問もん題だいだ」と拔ぬかしやがつた。さうには違ちがひない。だが、何なんといふ高かう踏とう的てきな指し導だうだらう。坊ぼう主ずのお說せつ敎けうみたいな！）

　工こう場ぢやうの主しゆ人じんは、一週しう間かん分ぶん、工こう場ぢやうの二階かいに寢ね泊とまりしてゐた。それと云いふのも、主しゆ人じんの給きふ仕じ代がはりに置おいてあつた下げ女ぢよを何なにしてゐたからに他ほかならない。

　その事ことを知しつてゐた俺おれは、或ある夜よ、いきなり二階かいの主しゆ人じんの寢ね込こみを襲おそつてやつた。

　階かい段だんを、わざと荒あら々〳〵しく踏ふんで、先まづ彼かれらに警けい告こくを與あたへてやつた。彼き奴やつらを羞はづかしがらせまいといふ好かう意いからではない。醜しゆう惡あくな場ば面めんを見みせ付つけられてはこつちが耐たまらぬからだ。

「誰たれだ？」と部屋へやの中なかから主しゆ人じんのあはてふためいた聲こゑが聽きこえた。が、同どう時じに、俺おれは、ガラリと襖ふすまをあけて、スツクと入いり口ぐちに立たつてやつた——間ま男をとこ見み付つけた。と云いはぬばかりの勢いきほひで。

　下げ女ぢよを蒲ふ團とんの中なか深ふかくもぐり込こませて、主しゆ人じんは床とこの上うへに起おき直なをつた。

「何なんだ、君きみか。何なに用ようだ？」

「賃ちん銀ぎんは——どうして吳くれるんだ、賃ちん銀ぎんを」

「亂らん暴ばうな奴やつだな」

「飢うゑ死じにするかせぬかの堺さかひだ、亂らん暴ばうでも何なんでも構かまはぬ」

「ハヽヽヽ。然しかし、ひどいよ、職しよく工こうが、夜よる夜よ中なかに、主しゆ人じんの祕ひ密みつ室しつを覗のぞくと云いふ法はふがあるか」

「賃ちん銀ぎんだ、賃ちん銀ぎんだ」

「拂はらふ、拂はらふと云いつたら拂はらふよ」それから又また、ひとりの言ことのやうに繰くり返かへして、「亂らん暴ばうな奴やつだな」

＊　　　　＊　　　　＊

　これで俺おれひとりは解かい決けつついた。

　だが、俺おれが俺おれの力ちからで二十日か分ぶんの賃ちん銀ぎんをせしめて工こう場ぢやうを出でたつて、それが何なんにならう。俺おれのあとには、數すう十人にんの職しよく工こうが拂はらはれないで工こう場ぢやうに殘のこらねばならなかつたのだ。

　この經けい験けんを振ふり出だしに、俺おれは今日けふまで資し本ほん家かと鬪たゝかふ一生しやうを步あるいてゐる。今いまは勿もち論ろん、團だん體たいの中なかにゐて——組くみ合あひの一員ゐんとして鬪たゝかつてゐる。
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